
渡辺　年紹 氏 [株式会社コスモス]
人間力～教育される側より教育する側の方が学びが多い～

持
続
可
能
な
企
業
や
街
を
つ
く
る
ヒ
ン
ト
が
、

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
で
あ
り
！

地
域
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
あ
る
！

そ
の
手
法
は
、す
べ
て
同
友
会
活
動
の
中
に
あ
っ
た
！！
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21世紀型
自立型
企業づくり

よい会社をつくろう。よい経営者になろう。よい経営環境をつくろう。

月号

表紙の写真にスマホやタブレットをかざすと

ARアプリ「COCOAR２」のダウンロード方法は
P2をご覧ください

AR動画が見られます！



Message 福岡同友会へ

はみだし
レ ポ ート

今月の表紙

　JR門司港駅がリニューアルオープン。門司港レ
トロ地区にあるJR門司港駅が３月１０日に７年の
期間をかけ改修工事を終えました。
　重厚ネオルネスサンス様式の木造２階建て駅舎
は大正３年創建時の姿に復元されました。大正の
ロマンを感じさせる駅舎です。
　明治２４年に九州鉄道（JR九州の前身）が鹿児
島本線の起点駅「門司駅」として開設。大正３年
に移転して現在の駅舎が建てられました。
　昭和１７年には関門トンネルの開通に伴い「門
司港駅」に名称を変更。昭和６３年に鉄道駅舎とし
て全国で初めて国の重要文化財に指定されました。

月刊同友2019年3月号はみだしレポートにて誤りがございました。お詫びして訂正させていただきます。
　　私が佐々木さんをご紹介します。

▲

　　 私が中村さんをご紹介します。

撮影・文／ 富谷正弘（玄海支部）
　　　 　 株式会社ココスイメージ

JR門司港駅

　
渡
辺
さ
ん
は
、
30
歳
の
時
に
、
現
社
長

の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
大
手
企
業
を
退
職
し
、

㈱
コ
ス
モ
ス
に
入
社
し
ま
し
た
。
そ
の
3
日
後

に
長
男
が
生
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
、
奥
様
や

親
御
さ
ん
は
と
て
も
不
安
が
ら
れ
た
と
想
像

し
ま
す
。

　
そ
ん
な
型
破
り
な
方
で
す
が
、
周
り
へ
の

気
配
り
や
、
相
手
の
心
を
引
き
付
け
る
ツ
ボ

を
押
さ
え
て
い
ま
す
。

　
自
身
の
営
業
ス
キ
ル
は
相
当
な
も
の
で
す

が
、
当
初
か
ら
住
宅
の
営
業
の
あ
り
方
の
変

革
に
手
を
付
け
ま
す
。
女
性
も
働
き
や
す
い

職
場
、
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
で
、

と
て
も
高
い
販
売
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
作
り
出

代表取締役   倉本 明彦 
株式会社システム企画

 （南支部）

SCAN！！

表紙の写真に
スマホやタブレットをかざすと

AR動画が見れます！
❶ARアプリ「COCOAR２」を
スマホやタブレット端末にダウ
ンロード（無料）

❷「COCOAR２」を起動し、表
紙をスキャンし、読み込んでみま
しょう。認識すると自動でコンテ
ンツが流れます。

App Store

COCOAR2 検索
Google Play Store

し
て
い
ま
す
。
社
員
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
事
に
さ
れ
、
同
業
他
社
と
の
勉

強
会
に
も
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
参
加
し
な

が
ら
学
び
続
け
て
い
ま
す
。

　
南
支
部
で
は
、
い
か
つ
い
体
格
と
風
貌
か
ら

「
組
長
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
親
分
肌
で

す
か
ら
、
役
員
会
や
例
会
後
の
懇
親
会
は
常

に
参
加
で
す
。

　
見
か
け
か
ら
想
像
し
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
仲
間
へ
の
心
配
り
も
細
や
か
で
す
。

今月の自立型企業づくり

株式会社コスモス

渡辺  年紹 氏
取締役

 （南支部）

　一般社団法人福岡県中小企業家同友会におかれまし
ては、３つの目的のもとに切磋琢磨され、産業の振興
に尽力されていますことに深甚なる敬意を表します。
　ところで、少子高齢化時代の到来とともに、人手不足
感が高まりつつあります。政府も働き方改革を推奨して
いますが、時代の流れに対応できるかどうかは未知数の
面があります。人工知能（AI）の出現により、将来消滅
する職業なるものが話題を集めています。しかし、働く
能力の根本は想像（イマジネーション）と創造（クリエーショ
ン）であると言っても過言ではありません。周知のように、
資源の少ない我が国の成長の礎は人材であり、現在ほ
ど高等教育機関の責任が問われている時代はありません。
　特に、大学は教育の質の保証と成績評価の厳格化
が問われています。Society5.0の持続的発展という命題
に対しての行動指針が社会全体に求められています。
私立である学校法人は「建学の理念」のもとに寄付行為
で成立していますが、社会情勢に即した行動指針を確
立し遵守する姿勢はいつの時代も不変です。福岡工業
大学では、「情報」、「環境」、「モノづくり」を学問の３
分野に掲げ、社会の変化に対応できる実践型人材育成
のための丁寧な教育を行っています。皆様のご支援の
おかげにより、2018年3月卒業者の実就職率97.7％（就
職率99.9％）となり、13年連続志願者増と相俟ってステー
クホルダーから高い評価を得ています。本学は今後とも、
主体的な学びの場を構築し、地域連携にも力を入れて
まいりますので、これからも何卒よろしくお願い申し上げ
ます。

　一般社団法人福岡県中小企業家同友会は、二千名

を超える企業経営者の皆様がそれぞれの経験や知識

の交流を通じお互いを高めあう積極的な取り組みを行っ

ており、その姿勢に心から共感しております。私自身

も、大学経営と、大学における人材育成という観点から

2012年秋に同友会に加盟いたしました。特に、会員の

皆様と本学学生との交流の場や進路指導の一環として

実施している取り組みは、１年次必修科目「コミュニケー

ションと自己発見Ⅰ・Ⅱ」と3年次選択科目「キャリアデ

ザインⅠ」、さらに講義＋パネルトーク＋グループ討議形

式の「ホントかいな！？中小企業」を実施してきました。　

　2017年春には福岡県中小企業家同友会と九州情報大

学の包括連携協定を締結し、強固な産学連携へと繋がっ

てきました。特に、学生からは企業の現場の方の話を

間近に聞きたいという要望は強まっています。すなわち、

この連携協定で私たち教育現場が行う座学から現実の

話をうかがい体験が出来る実学へと発展してきており、

本学のキャリア教育においては、同友会の皆様のお力

添えがないと成り立たないものとなっています。

　ここで、今までご協力いただきました会員の皆様へ感

謝の気持ちを述べさせていただくとともに、今後もより

多くの会員の皆様のお力添えを賜りたいと思います。同

友会の会員で、大学の理事長・学長である私の存在は

異色かも知れませんが、地域への貢献、人材育成の思

いは皆様と同じですので、今後とも本学へのよりいっそ

うのご指導ご鞭撻を賜りますことをお願い申し上げます。

福岡工業大学・福岡工業大学短期大学部
学長

学校法人  麻生教育学園  理事長
九州情報大学  学長

下
しもむら

村  輝
てるお

夫 氏麻
あそう

生　隆
たかし

史 氏

私が渡辺さんを
ご紹介します

お詫びと訂正
誤 正

同友会　３つの目的
よい会社をつくろう よい経営者になろう よい経営環境をつくろう

同友会は、ひろく会員の経験と
知識を交流して、企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつく
ることをめざします。

同友会は、中小企業家が自主的な努力に
よって、相互に資質を高め、知識を吸収し、
これからの経営者に要求される総合的な
能力を身につけることをめざします。

同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中
小企業をとりまく社会・経済・政治的な環境を
改善し、中小企業の経営を守り安定させ、日
本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします。
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2013

2014
2015

2016

2017

2018

福岡県中小企業家同友会で行われる中小企業憲章・条例推進月
間での勉強会へ田川市の職員を招く。以降、毎年参加。

田川市（産業振興課）に条例制定を提起。

地域から支部設立を要望される。

岡田知弘氏（京都大学大学院経済研究科
教授）を招き講演会。

愛媛視察へ田川市職員・田川市・代表理
事・相談役の計10名参加。

報告会で市内3校の高校生が、
田川の未来を創る経営指針書を発表。

田川支部設立準備部が支部設立に向け
て本格始動。
藻谷浩介氏（日本総合研究所調査部主席
研究員）を招き講演。

田川支部より実務責任者会議に5名選出。

田川市（産業振興部）との個別勉強会を実施。

田川市に「中小企業の振興のための勉教会」が設置される。

愛媛同友会を介して先行事例（東温市・松山市・愛媛大学）を視察。

実務責任者会議において市内業者2,511社へ調査票を郵送。

12月の締切りで返送をしていただく、締切時点で回答率12.12％。

返信がない事業者へ、手分けして電話連絡。回答率27.16％。
返信がない事業所へ、手分けして訪問。最終回答率35.53％。

立教大学へアンケート結果のクロス集計・分析を依頼。

田川市中小企業基本調査報告会を開催。参加者302名。

５月より実務者会議を毎月開催。

田川市において、中小企業振興基本条例が制定される。

条例に基づき田川市産業振興会議が設置される。（23名）

下部組織として実務責任者会議が設置される。（31名）

自分たちで考え、議論してアンケート内容を策定。

自分たちの手で手分けしてアンケート回収。

6月

1月

4月 4月

4月

5月 5月

7月

8月 8月

7月 7月

4月

7月

9月

11月

11月

11月

11月 11月

12月

10月 10月

筑豊地区会のもと
田川支部設立準備部を設置。

4月10日に田川支部設立。（22名）

田川市振興基本条例のあゆみ 田川支部設立のあゆみ

    

条
例
の
取
り
組
み
事
例

　

私
た
ち
、
中
小
企
業
は
地
域
の
人
を
雇

用
し
、
地
域
の
方
々
を
相
手
に
商
い
を
し

て
い
る
企
業
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？　

い
く
ら
良
い
も
の
が
あ
っ
て

も
地
域
が
元
気
で
な
い
と
売
れ
ま
せ
ん
し
、

社
員
が
い
な
い
と
作
れ
ま
せ
ん
。
地
域
が

元
気
で
な
い
と
私
た
ち
企
業
は
元
気
に
な

れ
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
中
小
企
業
が
元

気
に
な
る
こ
と
で
雇
用
を
生
み
、
少
し
で

も
高
い
賃
金
を
払
う
こ
と
に
よ
り
街
で
お

金
が
回
り
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
少
し
で
も
地
域
外
に
出
て
い
っ

て
い
る
お
金
を
地
域
内
に
残
こ
す
こ
と
を

考
え
実
行
す
る
と
地
域
内
が
潤
い
始
め
ま

す
。
地
域
外
へ
一
番
出
て
行
っ
て
い
る
お

金
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
る
費
用
で
す
。

だ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
が
必
要
で
、
こ

れ
が
地
域
内
経
済
循
環
で
す
。

　

そ
し
て
、
現
在
、
日
本
で
一
番
の
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
は
「
人
」
で
す
。
地
域

か
ら
ど
ん
ど
ん
子
ど
も
た
ち
が
い
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
経
営
者
が
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
私

た
ち
中
小
企
業
と
街
は
密
接
な
関
係
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
や
企
業
の
、
問
題
や
課

題
を
共
に
考
え
計
画
を
実
行
す
る
場
所
が
、

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
組

織
さ
れ
る
産
業
振
興
会
議
（
円
卓
会
議
）

で
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
中
小
企
業
が
一

丸
と
な
っ
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
ま

な
い
と
地
域
が
生
き
残
れ
な
い
し
、
企
業

が
生
き
残
れ
な
い
の
で
す
！

　

企
業
も
街
も
共
に
元
気
に
な
る
普
遍
的

な
考
え
方
（
理
念
）
が
中
小
企
業
振
興
基

本
条
例
な
の
で
す
。

条
例
づ
く
り
が
空
白
地
域
へ
の

支
部
づ
く
り
に
つ
な
が
る
！

　

田
川
支
部
は
2
0
1
6
年
に
支
部
設
立

い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
条
例
づ
く

り
の
ス
タ
ー
ト
は
2
0
1
3
年
か
ら
始
ま

り
、
支
部
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
地
域
の
中
小
企
業
の
振
興
を
考
え

る
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
で
地
域
か
ら
認

め
ら
れ
、
信
頼
さ
れ
る
団
体
と
な
り
、
地

域
か
ら
支
部
設
立
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
支
部
発
足
と
な
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
伝
え
た
い　
　
　

２
つ
の
こ
と

　　

基
本
条
例
の
中
に
産
業
振
興
会
議
（
委

員
会
）
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
行
政
と
地

域
の
経
済
団
体
や
金
融
機
関
・
教
育
機
関

等
と
条
例
を
基
に
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
自
分
た
ち
が
主
体
性
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
け
っ
し
て
行
政
に
何
か
を
求
め
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
小
企
業
が
元
気

に
な
る
こ
と
で
街
が
元
気
に
な
り
、
街
が

元
気
に
な
る
こ
と
で
中
小
企
業
が
元
気
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
地
域
を
ど
う
描
き

取
り
組
ん
で
い
く
か
を
市
民
と
共
有
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

＊
「
人
」
を
育
て
る
と
は
…

　

そ
の
人
が
持
っ
て
い
る
能
力
が
存
分
に　

　

発
揮
さ
れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
。

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

が
で
き
る
と
そ
の
街
が

変
わ
る
訳
で
は
な
い
！

地
域
が
早
急
に
取
り
組
ま

な
い
と
い
け
な
い
こ
と
は
、

地
域
に
子
ど
も
た
ち
を

い
か
に
「
人
」
と
し
て

育
て
る
か
で
す
！

1
※条例のあゆみと共に、田川支部の会員は現在32名まで増えています。

伝
え
た
い
こ
と
②

伝
え
た
い
こ
と
①

4

持
続
可
能
な
企
業
や
街
を
つ
く
る
ヒ
ン
ト
が
、

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
で
あ
り
！

地
域
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
あ
る
！

そ
の
手
法
は
、す
べ
て

同
友
会
活
動
の
中
に
あ
っ
た
！！

想
像
し
て
み
て
下
さ
い
！

社
員
が
い
な
く
な
っ
た
あ
な
た
の
企
業
！

条
例
は
難
し
く
な
い
！
地
域
の
経
営
指
針
書
を
作
る
だ
け
。

だ
か
ら
全
国
の
振
興
条
例
を
同
友
会
が
牽
引
し
て
い
る
。

企業を元気にする方程式

企業が元気になるには

共に街が
元気になることが必要

地域の子どもたちへの教育

人を生かす経営

労使見解に基づく
人間尊重の経営

経営指針書

株式会社さくらトータルライフ
堀　弘道 氏（田川支部）
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そ
も
そ
も
地
域
か
ら
子
ど
も
が
減
る
と

街
や
中
小
企
業
が
持
続
で
き
な
い
ん
で
す
。

全
国
の
中
小
企
業
の
大
き
な
課
題
は

「
人
」
で
す
。
今
は
い
て
も
必
ず
人
が
減
っ

て
い
き
ま
す
。
若
者
の
流
失
は
、
田
川
市

に
お
い
て
は
こ
の
５
年
で
△
10
％
、
福
岡

市
に
お
い
て
は
、
わ
ず
か
＋
1
％
で
す
。

　

た
だ
、
福
岡
市
に
お
い
て
の
問
題
は
、
65

歳
以
上
の
人
口
が
な
ん
と
＋
20
％
で
す
。

　

私
た
ち
は
地
域
に
子
ど
も
を
ど
う
し
た

ら
育
て
残
せ
る
か
を
行
政
・
企
業
・
市
民

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

子
ど
も
を
地
域
で
育
て
残
す
た
め
に
は
、

大
企
業
よ
り
魅
力
あ
る
企
業
で
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
魅
力
と
は
何
で
し
ょ
う
？
地

元
の
高
校
や
大
学
と
の
関
係
を
持
っ
た
と

こ
ろ
で
子
ど
も
た
ち
は
残
る
で
し
ょ
う
か
？

給
与
を
上
げ
れ
ば
残
る
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
こ
に
は
、
同
友
会
活
動
の
基
本
で
あ

る
人
を
生
か
す
経
営
の
総
合
実
践
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
私
た
ち
経
営
者
は
、

労
働
環
境
を
整
え
社
員
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と

心
か
ら
思
い
、
社
員
が
や
り
が
い
を
持
っ

て
働
け
る
企
業
へ
と
早
急
に
改
革
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
取
り
組
ん
で
き
た
田
川
支

部
活
動
の
３
本
柱
は
次
の
通
り
で
す
。

①�

会
員
が
経
営
指
針
書
を
1
0
0
％
持
つ

こ
と

②
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

③�

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
（
地
域
内
経
済
循

環
の
確
立
）

　

中
間
報
告
会
（
実
態
調
査
）
で
市
内
高

校
３
校
の
高
校
生
に
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
ず
は
高
校
生
に
田
川
の
現
状

や
課
題
を
し
っ
か
り
教
え
、
も
し
あ
な
た

た
ち
が
田
川
で
起
業
す
る
な
ら
、
田
川
の

未
来
を
ど
う
創
る
？
を
考
え
プ
レ
ゼ
ン
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

支
部
会
員
が
2
ヶ
月
に
渡
っ
て
学
校
に
出

向
き
経
営
指
針
書
づ
く
り
を
指
導
い
た
し

ま
し
た
。（
上
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。）

　

昨
年
11
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
報
告
会

で
は
、
田
川
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
、
地

元
3
校
に
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
↖

地
域
の
現
状
や
課
題
を
分
析
し
た
上
で
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
」
や
「
新
産
業
創

生
」
等
を
テ
ー
マ
に
経
営
指
針
書
と
し
て

ま
と
め
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
、

い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
内
容
で
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
が
高
校
生
の
成
長
に

繋
が
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
学
校
教
育
の
段
階
か
ら
中
小
企
業

の
存
在
意
義
を
伝
え
る
こ
と
で
、
地
元
で

の
就
職
や
地
元
回
帰
に
繋
が
り
、
新
た
な

可
能
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

で
き
る
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
と
述
べ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
第
27

回
福
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
二
場
市
長
よ
り
来
賓
を
代
表
し

て
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
挨
拶
の
中

で
は
、
田
川
市
で
行
わ
れ
た
実
態
調
査（
ア

ン
ケ
ー
ト
）
で
、
黒
字
で
元
気
な
企
業
は

経
営
指
針
書
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
は
っ

き
り
し
た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
同
友
会

が
推
進
す
る
経
営
指
針
書
が
企
業
を
発
展

さ
せ
る
絶
対
条
件
で
あ
り
、
お
い
て
は
地

域
を
支
え
る
言
動
力
と
な
る
こ
と
が
は
っ

き
り
し
た
と
も
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
今
後
の
展
開

　

田
川
市
産
業
振
興
会
議
で
は
、
今
後
、

調
査
で
出
た
課
題
等
を
踏
ま
え
中
小
企
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
と
基
本
計
画
の
策
定
に
入

っ
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
は
準
備
段
階
で

や
っ
と
今
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
自
分
た
ち

で
地
域
の
未
来
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
が
街
の
ビ
ジ
ョ
ン
へ
ど
う
関
わ
る
か
を

考
え
実
行
し
て
い
く
段
階
へ
と
な
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
の
始
ま
り

で
す
。

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

ど
う
か
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
条
例
を
策

定
し
、
中
小
企
業
と
共
に
発
展
し
て
い
く

街
づ
く
り
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
予
定
で
は
あ
り
ま

す
が
、
2
0
1
9
年
度
か
ら
県
の
憲
章
本

部
の
中
で
条
例
を
推
進
す
る
役
と
な
り
ま

す
。
振
興
条
例
が
な
い
地
域
や
あ
る
け
ど

上
手
く
い
っ
て
な
い
地
域
、
進
め
方
が
わ

か
ら
な
い
な
ど
の
相
談
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
飛
ん
で
参
り
ま

す
の
で
ご
連
絡
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
田
川
支
部
設
立
か
ら
な
ん
と
か

2
年
の
任
期
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
協
力
が

あ
っ
て
終
え
た
こ
と
だ
と
感
謝
し
お
り
ま

す
。
支
部
会
員
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

若者の流出

田川市
－10％

福岡市
＋1％

＋20％
６５歳以上

田
川
市
中
小
企
業
振
興

基
本
調
査
報
告
会
で
の

取
り
組
ん
だ
キ
ャ
リ
ア
教
育

二
場 

公
人
田
川
市
長
よ
り

い
た
だ
い
た
言
葉

田川市中小企業振興基本調査報告会で取り組んだキャリア教育

「たがわの未来を考える」（経営指針書発表）

株式会社スマイルメーカー

クリーンな地産地消エネルギー発電をし、循環型
社会をめざす。田川の笑顔を作り続けるという経
営理念から社名をつけました。ゴミを資源化して
新エネルギーを開発するほか、厄介者扱いされて
いる竹林を活用し、竹炭や竹ストーブ販売をする。

株式会社SPファーム

新産業創生をビジョンに掲げ、AI（人工知能）や
ドローンを駆使して、休耕地を有効活用した「無
人農業」を提案。収穫や配達にもドローンなどを
用いる。安全な安心な作物を田川から全国、世界
へ発信して活気づけたい。

株式会社エボリューション

世界で通用する人を育て、地域の魅力を発信する
事を理念として、①田川で活躍し、世界に通用す
る人材を育てるための専門学校の設置。②田川ブ
ランドの確立。③世界へ発信するインターネット
テレビ局の開局。

経営指針 経営指針 経営指針

田
川
支
部
活
動
の
３
本
柱

会
員
が
経
営
指
針
書
を
1
0
0
％
持
つ
こ
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト（
地
域
内
経
済
循
環
の
確
立
）

123

田川科学技術高校東鷹高校西田川高校

23
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今
回
の
取
材
先
㈱
コ
ス
モ
ス
の
取
締
役

渡
辺
年
紹
さ
ん
に
会
社
の
沿
革
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
、
社
長
の
小
川
正
さ
ん
が
小
川

工
務
店
を
創
業
し
ま
し
た
。
平
成
7
年
に
住

宅
メ
ー
カ
ー
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ー
ム
に
加

盟
し
、
福
岡
エ
リ
ア
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店

と
し
て
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。
翌
８
年
に

㈱
コ
ス
モ
ス
に
社
名
変
更
し
ま
し
た
。
お
客

様
と
の
信
頼
を
構
築
し
て
40
年
間
赤
字
を
出

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

渡
辺
さ
ん
は
昭
和
42
年
に
福
岡
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
東
京
や
福
岡
で
機
械
な
ど
の
営
業

を
勤
め
、
秀
で
た
活
躍
が
小
川
社
長
の
目
に

と
ま
り
、
口
説
か
れ
る
こ
と
３
年
、
平
成
10

年
に
同
社
に
入
社
し
ま
す
。

　

営
業
に
は
ひ
と
か
ど
の
自
信
が
あ
っ
た

渡
辺
さ
ん
で
し
た
が
、
１
年
目
は
な
か
な
か

実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
日
社
長
に
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
ど

う
だ
、
も
う
辞
め
る
か
？
」
こ
の
言
葉
は
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
。「
社
長
、
も
う
一
年
や
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
だ
め
だ
っ
た
ら
自
分

か
ら
辞
め
ま
す
」
と
答
え
る
の
が
や
っ
と
で

し
た
。
渡
辺
さ
ん
は
『
本
気
』
と
い
う
の
は

こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
た

と
言
い
ま
す
。
ま
さ
に
『
ス
イ
ッ
チ
』
が
入

っ
た
瞬
間
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
猛
勉
強
を
始

め
ま
す
。
そ
し
て
人
一
倍
働
い
て
実
績
を
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。
社
内
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

営
業
マ
ン
に
な
り
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち

上
げ
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
お
客
様
の
資
金
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
相

談
に
乗
る
な
ど
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
社
員

教
育
担
当
と
し
て
5
店
舗
を
巡
回
す
る
毎
日

で
す
。
後
日
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
長
の

一
言
は
渡
辺
さ
ん
の
タ
レ
ン
ト
性
を
見
抜
い

て
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

  

女
性
営
業
が
多
い
職
場
に

　
大
野
城
に
あ
る
住
宅
展
示
場
で
は
、
敷
地

内
に
は
31
社
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
が
ひ
し
め
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ホ
ー
ム
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
40
年
間
赤
字
を
出
す
こ
と
な
く
経
営

し
て
き
た
秘
訣
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
と
、

「『
人
』
で
す
」
と
即
答
で
し
た
。

　

現
在
ス
タ
ッ
フ
は
56
名
、
そ
の
中
で
営
業

は
男
女
半
々
だ
と
言
い
ま
す
。「
住
宅
メ
ー
カ

ー
で
こ
れ
だ
け
女
性
営
業
が
多
い
の
は
珍
し

い
と
思
い
ま
す
」
と
渡
辺
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

も
と
も
と
男
性
も
採
用
し
て
き
た
の
で
す

が
、
１
軒
１
軒
ド
ア
コ
ー
ル
し
て
の
訪
問
、
ア

ポ
が
取
れ
て
も
夜
９
時
か
ら
の
商
談
な
ど
、

昔
な
が
ら
の
営
業
ス
タ
イ
ル
で
は
辞
め
て
い

く
社
員
が
多
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
渡
辺
さ

ん
は
残
っ
て
く
れ
て
い
る
女
性
陣
が
働
き
や

す
い
、
働
き
甲
斐
が
あ
る
環
境
に
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

  

人
は
変
わ
る

　
あ
る
女
性
の
パ
ー
ト
さ
ん
に
、
社
員
に
な

ら
な
い
か
と
持
ち
か
け
ま
し
た
。
営
業
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
授
す
る
と
と
も
に
、
周
り
の
ス
タ

ッ
フ
の
支
援
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
強
み

を
活
か
し
、
誠
意
を
も
っ
て
接
客
・
営
業
し

て
い
っ
た
と
こ
ろ
実
績
が
上
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
当
然
給
料
も
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た

が
、
彼
女
の
心
を
最
も
動
か
し
た
の
は
お
客

様
の
喜
ぶ
姿
を
見
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
こ
と
に
や
り
が
い
を
見
出
し
た
の
で
し

た
。
さ
ら
に
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
は
変
わ
り
ま
す
ね
」
と
渡
辺
さ
ん
は
目

を
細
め
ま
す
。

  

教
え
る
側
の
方
が
学
び
が
多
い

　

渡
辺
さ
ん
は
常
々
「
損
得
だ
け
で
動
く
な
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
個
人
の
売
上
げ
を
最
優

先
に
す
る
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
崩
れ
ま
す
。

売
上
げ
は
チ
ー
ム
で
役
割
分
担
し
て
達
成
す

る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
助
け
合
え
ば
『
感

謝
』
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
信
頼
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

　

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
き
、
即
ち
お
客

様
に
伝
え
た
い
こ
と
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
か

っ
た
と
き
、
な
ぜ
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ

の
検
証
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　

以
前
、
新
入
社
員
教
育
は
渡
辺
さ
ん
が
自

ら
講
師
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

入
社
3
年
か
ら
5
年
目
の
社
員
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
ら
準
備
ま
で
す
べ
て
任
せ
ま
す
。「
い
ざ

自
分
で
や
っ
て
み
る
と
、
社
員
教
育
が
い
か

に
考
え
ら
れ
て
手
間
を
か
け
ら
れ
、
愛
情
を

か
け
ら
れ
た
も
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。
教
え

ら
れ
る
側
よ
り
教
え
る
側
の
方
が
学
び
が
多

い
の
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
と

と
も
に
、
先
輩
社
員
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生

え
ま
す
」。
も
と
も
と
優
秀
な
営
業
マ
ン
で
あ

っ
た
渡
辺
さ
ん
は
口
を
出
し
た
く
な
る
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
員
の
成
長
の
た
め

に
じ
っ
と
我
慢
す
る
の
で
し
た
。

　

さ
ら
に
『
木も
っ
け
い鶏

ク
ラ
ブ
』
を
社
内
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
月
刊
誌
『
致ち

ち知
』
の
中
の
同

じ
記
事
を
読
ん
で
感
想
を
分
か
ち
合
う
勉
強

会
で
す
。
ル
ー
ル
は
他
者
の
感
受
性
を
褒
め

る
こ
と
で
す
。「
こ
れ
は
社
員
の
成
長
に
役
立

っ
て
き
て
い
ま
す
。
原
則
自
主
参
加
と
し
、

購
読
料
は
各
自
負
担
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

続
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
」
と
確
か
な
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
会
合
で
知

り
合
っ
た
異
業
種
の
企
業
（
リ
ク
シ
ル
社
や

西
部
ガ
ス
社
な
ど
）
と
社
員
ど
う
し
で
の
交

流
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
他
社

を
知
る
こ
と
で
、
改
め
て
自
社
を
認
識
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
会
社
は
成
長
の
場
で
す
」

  

評
価
制
度

　

チ
ー
ム
で
目
標
に
取
り
組
む
こ
と
を
重
視

す
る
渡
辺
さ
ん
は
評
価
制
度
の
基
準
を
成
果
、

能
力
、
情
意
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
、
自
己

申
告
の
後
、
直
属
の
上
司
や
渡
辺
さ
ん
が
Ａ

Ｂ
Ｃ
ラ
ン
ク
で
評
価
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

面
談
を
し
て
い
ま
す
。

  

な
ぜ
い
ま
働
き
方
改
革
か

　

渡
辺
さ
ん
は
社
内
の
働
き
方
改
革
も
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

ペ
ア
営
業
を
敷
い

て
一
軒
の
お
客
様
の

ス
イ
ッ
チ
が
入
る

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス

渡わ
た
な
べ辺  

年と
し
あ
き紹  

氏

南
支
部

取
締
役

「
住
宅
業
界
は
存
続
し
続
け
る
こ
と
が
お
客
様
へ
の
最
大
の
責
務
」

と
語
る
渡
辺
年
紹
さ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
社
員
教
育
が
欠
か
せ
な
い
と
訴
え
ま
す
。

株式会社コスモス
1979年
大野城市南大利1-1-1 
hit大野城住宅展示場内
ユニバーサルホーム
092-589-8778
56名（うちパート・アルバイト6名）
http://www.universal-home.co.jp
一戸建を中心に新築及びリフォーム業
務全般（ユニバーサルホーム）
hit大野城住宅展示場、hit香椎浜住宅
展示場、宗像店、福岡西店、唐津店

創 業
住 所

電 話
従業員数
HP-URL
事業概要

店 舗

取
　
　
材
　
広
報
部
　
　
　

文
章
担
当
　
菅
原
　
　
弘（
東
支
部
）　
　
　

写
　
　
真
　
富
谷
　
正
弘（
玄
海
支
部
）

21 世紀型 自立型企業づくり

人
間
力
　

～
教
育
さ
れ
る
側
よ
り

              
教
育
す
る
側
の
方
が
学
び
が
多
い
～

地熱床システムを表す模型ゆったりとした空間の寝室

大野城

春日

水城

下大利

白木原

春日原

リサイクルプラザ入口

春日５丁目

春日公園春日公園

鹿児島本線

鹿児島本線

西鉄天神大牟田線

西鉄天神大牟田線

㈱コスモス
ユニバーサルホーム 福岡南店

人間力　～教育される側より教育する側の方が学びが多い～
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情
報
を
共
有
し
、
休
み
の
取
り
や
す
い
体
制

を
取
っ
て
い
る
の
も
そ
の
一
例
で
す
。「
な
ぜ
、

働
く
時
間
を
短
縮
す
る
か
と
い
う
と
、
そ
の

時
間
を
人
間
形
成
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い

か
ら
で
す
。
社
員
の
ご
両
親
の
時
代
は
モ
ー

レ
ツ
に
働
い
た
世
代
で
し
ょ
う
。
し
か
し
リ

タ
イ
ア
す
る
と
何
を
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

ず
『
も
ぬ
け
の
殻
状
態
』
に
な
っ
て
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
社
会
や
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
持
ち
、
趣
味
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
自
分

の
生
き
が
い
を
見
出
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
」

と
言
い
ま
す
。
ま
た
時
間
内
で
成
果
を
上
げ

る
に
は
常
に
考
え
て
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
も
成
長
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　
「
女
性
で
定
年
を
迎
え
た
方
も
い
ま
す
。
一

人
は
残
っ
て
い
た
だ
い
て
営
業
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」。
こ
の
よ
う
に

社
内
は
明
る
い
風
土
が
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
業
他
社
の
方
が
来
て
「
お
宅
で
働
き
た

い
ん
で
す
が
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
明
か

し
て
く
れ
ま
し
た
。

  

同
友
会
と
の
関
わ
り

　

同
友
会
に
は
山
川
輝
樹
さ
ん（
㈱
ニ
シ
ボ
・

福
博
支
部
）
の
勧
め
で
入
会
し
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
経
営
理
念
は
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
改
め
て
『
あ
す
な
ろ
塾
』
に
通
い
見
直

し
を
図
り
ま
し
た
。

　
『
わ
が
社
は
お
客
様
の
幸
せ
、
社
員
の
幸
せ

を
追
求
し
、
社
会
貢
献
で
き
る
会
社
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
』

　

自
社
で
の
方
針
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

が
、
社
内
で
は
一
向
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
「
そ
ん
な
状
況
が
2
、
3
年
続
い
た
で
し
ょ

う
か
。
清
家
政
彦
さ
ん（
セ
イ
ワ
パ
ー
ク
㈱
・

南
支
部
）や
新
内
一
秋
さ
ん（
㈱
筑
紫
工
業
・

南
支
部
）
の
会
社
を
訪
ね
、
経
営
指
針
発
表

会
を
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
社
員
さ
ん

た
ち
が
活
き
活
き
し
て
い
る
ん
で
す
ね
」。
そ

の
秘
訣
は
社
員
と
と
も
に
作
成
す
る
こ
と
に

気
づ
い
た
渡
辺
さ
ん
は
さ
っ
そ
く
社
員
を
巻

き
込
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
会
社
と
し
て
の

方
針
を
示
し
、
部
門
ご
と
に
具
体
的
な
方
針

を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
や
が
て
理
念

が
浸
透
し
始
め
、
会
社
全
体
が
同
じ
方
向
に

向
く
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で

は
会
議
や
店
舗
巡
回
の
時
に
は
持
ち
歩
き
、

徹
底
を
図
り
ま
す
。「
同
じ
こ
と
を
か
た
く
な

に
話
し
続
け
る
。
こ
れ
が
私
の
仕
事
だ
と
肝

に
銘
じ
て
い
ま
す
」

  

新
規
事
業

　

２
０
２
０
年
以
降
、

住
宅
業
界
は
厳
し
い
環

境
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

渡
辺
さ
ん
は
生
き
残
り

戦
略
の
た
め
新
規
事
業

を
考
え
て
い
ま
す
。「
地

域
の
方
に
お
世
話
に
な

っ
て
こ
こ
ま
で
来
た
の

で
恩
返
し
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
」。
経
営
理

念
で
あ
る
『
社
会
貢
献
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
障
が

い
者
向
け
賃
貸
住
宅
建

築
を
始
め
ま
し
た
。
土

地
・
資
金
を
提
供
し
て

く
れ
る
オ
ー
ナ
ー
様
と

運
営
会
社
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
で
す
。

　

現
在
で
は
、
運
営
会

社
を
㈱
ゆ
り
庵
（
平ひ
ら
か
た方

立た
つ
み身
さ
ん
・
南
支
部
）
に
お
願
い
し
、
障
が

い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
5
月
よ
り
建
築
開

始
・
10
月
に
は
運
営
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

  

必
要
と
さ
れ
る
会
社

　

取
材
の
最
後
に
渡
辺
さ
ん
が
考
え
る
自
立

型
企
業
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
に
根
ざ
し
、
必
要
と
さ
れ
る
会
社
、
社

会
貢
献
で
き
る
会
社
で
し
ょ
う
か
。
住
宅
業

界
は
存
続
し
続
け
る
こ
と
が
お
客
様
へ
の
最
大

の
責
務
で
す
。
大
事
な
の
は
社
員
の
人
間
力

で
す
。
１
０
０
年
企
業
を
め
ざ
し
、
社
員
が
輝

く
会
社
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

21 世紀型 自立型企業づくり

2018年度第10回理事会議事録
一般社団法人福岡県中小企業家同友会

（一部抜粋）

協議事項

報告事項

2019年度方針（案）

1

4 5

2 3

代表理事より、最新の2019年度活動方針案が提案され、協議した。
⇒2019年度及び2020年度の方針案として提案され、審議の結果承認となった。

会員及び会員企業の動き
第２回福岡県雇用管理改善企業・職場表彰
（よか・ろう・もん表彰）

2018年度版　働き方改革のためのガイドブック
（2019年2月発行）の事例

・㈲共栄資源管理センター小郡　道久 嘉朗 氏（筑紫支部）
・㈲共栄資源管理センター小郡　 道久 嘉朗 氏（筑紫支部）
・グリーンライフ産業㈱　 　　　  中村 太郎 氏（博多支部）

４８名（出席率７５・０％）
坂本　敏弘（副代表理事）

出席
議長

２０１９年２月２７日（水）１４時３０分～１７時４０分
福岡県中小企業振興センター　202号会議室

日時
会場

e.doyuの文書管理に（理事会報告-2018年度）
アップしています。会員の方は閲覧できます。

理事会報告全文

e.doyuの使い方
モバイル版

～出欠回答のやり方～

メールを開いて
「モバイル版」の所の
URLをクリック

下にスクロール
していきます

出欠回答を選択し
「確認画面へ」をクリック

「送信」をクリック 完了！

「参加行事」をクリックすると
参加予定の行事がわかります。

同
友
会
に
学
ん
だ

社
員
と
つ
く
る
経
営
方
針
で

皆
が
同
じ
方
向
を
向
く
よ
う
に
な
っ
た
。

社員さんと一緒に
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経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
　
　
　
　
　

多
面
的
な
判
断　

　

企
業
連
携
推
進
委
員
会
の
基
軸
は
同
友
会

の
三
つ
の
目
的
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
「
同
友
会
は
、
ひ
ろ
く
会
員
の
経
験
と
知
識

を
交
流
し
て
企
業
の
自
主
的
近
代
化
と
強
じ

ん
な
経
営
体
質
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
」、
特
に
「
会
員
の
経
験
と
知
識
を
交
流
し

て
」
の
部
分
は
活
動
の
基
本
で
す
。
企
業
の

経
営
は
「
総
合
デ
ザ
イ
ン
」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
活
動
の
中
で
学
び
ま
し
た
。
ひ
と
づ

く
り
・
も
の
づ
く
り
の
思
い
を
白
い
キ
ャ
ン

バ
ス
に
経
営
者
が
大
き
く
描
く
こ
と
か
ら
そ

の
一
歩
が
始
ま
り
ま
す
。
ひ
と
づ
く
り
・
も

の
づ
く
り
は
人
間
、
地
球
環
境
、
社
会
、
経

済
、
未
来
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
方
向
性
が
描
か
れ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
生
き
た
経
営
の
経
験
と
知
識
の
交
流

が
、
そ
の
課
題
を
よ
り
早
く
多
面
的
に
深
く

理
解
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
1
人
よ
り
2
人
、
2
人
よ
り
10
人
、
10

人
よ
り
1
0
0
人
、
よ
り
多
く
の
異
業
種
経

営
者
と
交
流
す
る
こ
と
は
い
ち
早
く
総
合
的

に
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
気
づ
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
異
業
種
経
営
者
と
交
流
す
る
こ
と

は
一
方
向
か
ら
の
見
方
だ
け
で
は
な
し
に
、

横
か
ら
、
上
か
ら
さ
ら
に
斜
め
か
ら
の
見
方

が
身
に
つ
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。
会
話
の
な

か
で
「
あ
な
た
の
意
見
は
正
し
い
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
し
か
し
こ
こ
で
経
営
者
は

考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
は

経
営
の
一
面
の
こ
と
で
し
か
な
い
か
ら
で
す
。

よ
り
多
く
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
多

面
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
企
業
の
経
営
に
は

重
要
な
こ
と
で
す
。

多
く
の
人
の
意
見
が
成
長
の
源

　

企
業
連
携
推
進
委
員
会
の
活
動
は
「
異
業

種
経
営
者
の
交
流
か
ら
の
仕
事
づ
く
り
」
を

目
的
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
異
業
種
の
交
流

が
経
営
に
と
っ
て
な
ぜ
重
要
か
は
多
く
の
経

営
者
の
智
恵
と
経
験
が
あ
ら
ゆ
る
仕
事
づ
く

り
に
役
立
つ
総
合
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
す
。

　

異
業
種
交
流
の
中
の
経
営
者
の
話
は
面
白

い
、
経
営
者
の
意
見
は
も
っ
と
面
白
い
、
面

白
い
の
は
ほ
と
ん
ど
が
自
分
の
意
見
と
違
う

こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
け
れ
ど
も
そ
の
違

い
か
ら
、
今
ま
で
の
悩
み
が
一
瞬
に
溶
け
る

経
験
談
を
あ
ち
こ
ち
で
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
経
営
に
活
か
す
か
ど
う
か

は
個
人
の
熱
意
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
当

然
で
す
。
人
の
意
見
を
よ
く
聞
け
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
ま
さ
に
多
く
の
人
の
意
見
は

成
長
の
源
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

異
業
種
の
交
流
の
中
に
は
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
予
想
も
し
な
い
意
見
が
飛
び
出
し
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
意
見
は
違
っ
て
も
同
じ
時
代

の
流
れ
の
中
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

る
こ
と
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
す
。

時
代
の
変
化
が
速
い
時
代
　
　
　
　

だ
か
ら
こ
そ
「
販
路
開
拓
」

　

2
0
1
8
年
度
の
企
業
連
携
推
進
委
員
会

の
年
間
テ
ー
マ
は
時
代
の
変
化
と
世
の
中
の

動
き
が
速
い
こ
と
も
あ
り
、
長
年
の
活
動
の

経
験
か
ら
「
販
路
開
拓
」
の
四
文
字
に
絞
り

込
み
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
、
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
Ｏ

Ｔ
・
Ａ
Ｉ
の
進
歩
の
速
さ
、
人
が
変
わ
れ
ば

世
の
中
も
変
わ
る
。
新
し
い
時
代
の
販
路
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
会
内
外
か
ら
の
報
告
を

い
た
だ
き
、
多
く
の
人
の
意
見
の
交
換
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
特
筆
す
べ
き
は
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」

で
あ
り
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
例
会
や
第
27
回
経

営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
聞
か
れ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。「
も
う
売
れ
な
い
、
売
れ
る
商
品

が
な
い
」
と
い
う
悩
み
の
相
談
を
多
く
受
け
、

企
業
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
根
本
か
ら
見
直

し
、
新
規
に
販
路
開
拓
し
て
い
く
「
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
」
の
行
動
力
に
は
感
動
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
解
決
の
　
　
　
　
　

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」

　
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
は
国
が
設
置
し
た
中

小
企
業
の
た
め
の
無
料
の
経
営
相
談
所
で
す
。

企
業
の
経
営
に
は
商
品
開
発
、
売
上
拡
大
や

経
営
改
善
な
ど
の
経
営
課
題
が
休
み
な
く
生

ま
れ
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
は
毎
月
そ
の
経
営

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら

も
経
営
課
題
が
幾
つ
も
生
ま
れ
ま
す
。
経
営

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
産
学
官
連
携
、
経
営
戦

略
そ
の
課
題
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
で
き

な
い
か
、
大
き
な
課
題
で
し
た
。
そ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
で
き
た
の
が
「
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
」
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る

相
談
を
何
度
で
も
無
料
で
対
応
さ
れ
て
い
ま

す
。
経
営
者
の
ど
ん
な
相
談
に
も
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
解
決
を
め
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
47
都
道
府
県
に
設
置

さ
れ
、
全
国
20
万
件
以
上
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。
相
談
は
売
上
拡
大
、
経
営
改
善
、

創
業
等
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
業
種
で

は
サ
ー
ビ
ス
業
、
製
造
業
、
小
売
業
、
飲
食

業
が
多
い
よ
う
で
す
。

何
度
も
足
を
運
び
実
現
す
る
成
果

　

福
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
福
岡
同
友
会

の
本
部
事
務
局
と
同
じ
、
中
小
企
業
振
興
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
6
階
に
あ
り
ま
す
。
福
岡
県
内

の
相
談
窓
口
は
各
地
域
に
分
か
れ
て
74
カ
所

あ
り
ま
す
。
相
談
件
数
は
全
国
ナ
ン
バ
ー
1

で
年
間
一
万
人
以
上
の
経
営
者
が
相
談
さ
れ

て
い
ま
す
。
相
談
者
の
中
に
は
経
営
者
の
団

体
に
入
り
た
い
と
の
相
談
も
あ
り
、
福
岡
同

友
会
を
紹
介
し
て
い
る
と
も
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。

　

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
会
員
の
中
に
は
何
回
も
相
談
し

て
、
製
品
づ
く
り
か
ら
販
路
拡
大
ま
で
成
長

し
て
い
る
経
営
者
が
い
ま
す
。

　

経
営
者
が
相
談
す
る
と
き
大
切
な
こ
と
が

三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
何
を
ど
こ
に
ど
れ

だ
け
売
り
た
い
か
を
成
文
化
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
も
う
一
つ
は
解
決
す
る
ま
で
何
度
で

も
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
押
し
掛
け
る
こ
と
で

す
。
最
後
の
一
つ
は
相
談
す
る
経
営
者
が
自

分
な
り
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」

「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
三
つ
の
こ
と
を
持
参
し
て
相
談
し
た

方
が
成
果
が
出
や
す
い
よ
う
で
す
。
そ
の
こ

と
を
ベ
ー
ス
に
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
々
は
い
ろ
い
ろ
の
も
の
づ

く
り
に
つ
い
て
相
談
し
な
が
ら
組
み
立
て
て

い
く
か
ら
で
す
。
こ
の
製
品
を
つ
く
り
た
い
、

こ
の
商
品
を
売
り
た
い
、
販
路
を
拡
大
し
て

い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
1
0
0
回
以
上

も
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
を
訪
れ
て
成
果
を
出
さ

れ
て
い
る
5
人
の
方
の
実
践
内
容
を
第
27
回

経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
お
聞
き
し
ま
し
た
。

講
演
に
は
第
二
分
科
会
参
加
者
の
9
7.
5

％
方
々
が
納
得
し
て
い
ま
す
。
成
長
の
た
め

の
経
営
の
悩
み
は
当
た
り
前
で
す
。
福
岡
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
は
40
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
（
相
談
員
）
が
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

15
名
の
方
は
女
性
の
専
門
家
で
す
。
経
営
者

の
皆
様
、
相
談
す
る
こ
と
に
勇
気
を
持
っ
て

一
歩
前
進
し
ま
し
ょ
う
。

企業連携推進委員会（ＦＡＳＴ）委員長

▲

伊藤　裕一 氏

&中小企業庁 福岡県よろず支援拠点

ＦＡＳＴ
～企業成長のための無料相談窓口～

Fukuoka Action Success Teams
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4 月 の 　 　 行事案内

徳永 眞木子 氏 株式会社プリミティブ・ドライブ　代表取締役　のおがた支部

鈴木　重幸 氏 麻布スリーエーコンサルティング合同会社 代表取締役 東支部

4 月 の 行事案内

ジャパンエンジニアリングコンサルサービス
福岡市博多区奈良屋町5-10

23 火 18：30～20：30 国際交流委員会＆
勉強会

輸出、設備投資が好調で成長率3%、東南アジアを中心とした世界経済で存在感を増す韓
国。対日輸出は6年ぶりに増加に転じ、対日輸入は2 年連続で増加しています。日本の対韓
直接投資も5 年ぶりに増加に転じ、韓国の対日直接投資は不動産業が急増しています。一
方で政治的な日韓関係は改善の見込みが見えず、若年層の失業率は9.8%、格差拡大とい
う国内課題も抱えています。韓国で一体何が起きているのか、長年にわたり韓国との経済
関係を肌で感じてきた鈴木さんの視点からの最新リポートです。

変わる消費者の心をつかむ（仮）

☎092-409-6510

福岡県中小企業振興センター501　福岡市博多区吉塚本町9-15 5F

23 火 18：30～21：00 FAST4月例会

企業訪問例会
26 金 女性部4月例会

福岡同友会事務局 福岡市博多区吉塚本町9-15 　11F

新会員フォローアップセミナー
4月25日（木） 18：00～21：00

第146回

（18：30～19：00委員会）

お申し込み、お問合せは、e.doyu もしくは、同友会事務局まで
お願いします。お知り合いの方を誘って、是非ご参加ください。

アクサ生命保険株式会社　フィナンシャルプランアドバイザー

事業承継塾第６講

昨今中小企業において、「事業承継」は大きな課題として取り上げられていま
す。社長の「心意気」を伝え、企業の存在意義を受け継ぐことができるか。今後中
小企業が生き残るために、事業承継を学ぶことは大きな意義があります。
（受講料：2,000円）

電気ビル共創館３階

金子　寛紀　氏
福岡市中央区渡辺通2-1-82　電気ビル本店隣 ☎092-714-5743

4月6日（土）14：00～17：00 
事業承継時の保険の活用 

フレンドシップ
福岡県中小企業家同友会 青年支部

2019年

10：00～16：00
雨天決行

4 7月 日
日

会　場

主　催

福岡市役所前広場
福岡市中央区天神1丁目8-1

福岡同友会 青年支部 後　援 福岡市

　「バリアフリー（障がい者と隔たりなく共に生きていく社会）こそが豊かな社会であり、
“地域と共に歩む中小企業を目指す”同友会がバリアフリー社会を率先して実践してい
く」ということを青年支部会員が一人ひとり改めて深く認識しています。私たち同友会
青年支部が、より多くの市民に、身体にハンディキャップを持った仲間たちが一生懸命
働いている施設があることをお伝えしたいと思います。充実した催しを企画して参りま
すので、多数のご参加・ご協力賜りますよう、青年支部一同心よりお願い申し上げます。

今年もやります！！
事業所支援イベント

パフォーマンスや
B級グルメでおもてなし！

毎日、支援事業所で制作している
数々の品を販売。是非ご覧ください。
チャリティーバザーもやっています。
掘り出し物を探してみてください。

地元のアーティストや芸人が大集合！！
迫力満点のステージとおいしいB級グ
ルメでお祭り気分でおもてなし！！
当日の飲食チケットもあります！！

フェスティバル２０１9
第25回

福 岡 地 区 総 会 ４月18日（木） 15：30～17：20 福岡県中小企業振興センター　202会議室
（福岡市博多区吉塚本町9-15）

東 支 部 大 会 ４月18日（木） 18：00～21：00 八　仙　閣 
（福岡市博多区博多駅東２丁目７-２７）

福 博 支 部 大 会 ４月18日（木） 18：00～19：20 福岡県中小企業振興センター　301B会議室 
（福岡市博多区吉塚本町9-15）

博 多 支 部 大 会 ４月16日（火） 18：00～19：00 ザ ヴィラズ 福岡 
（福岡市中央区大名１丁目１-１５）

中 央 支 部 大 会 ４月18日（木） 17：30～18：30 福岡県中小企業振興センター　303会議室 
（福岡市博多区吉塚本町9-15）

西 支 部 大 会 ４月18日（木） 17：30～18：30 福岡県中小企業振興センター　403会議室 
（福岡市博多区吉塚本町9-15）

南 支 部 大 会 ４月18日（木） 18：00～19：00 福岡県中小企業振興センター　301A会議室 
（福岡市博多区吉塚本町9-15）

筑 紫 支 部 大 会 ４月18日（木） 18：00～21：00 ロイヤルチェスター福岡 
（大野城市雑餉隈町３-3-15）

福 友 支 部 大 会 ４月18日（木） 18：00～21：00 ウィズザスタイル 
（福岡市博多区博多駅南１丁目９-１８）

青 年 支 部 大 会 ４月18日（木） 18：00～19：00 福岡県中小企業振興センター　501会議室 
（福岡市博多区吉塚本町9-15）

玄 海 支 部 大 会 ４月18日（木） 17：50～19：00 福岡同友会会議室 
（福岡市博多区吉塚本町9-15）

かすや支部大会 ４月18日（木） 17：30～18：30 福岡県中小企業振興センター　302会議室 
（福岡市博多区吉塚本町9-15）

糸 島 支 部 大 会 ４月18日（木） 18：30～21：00 プティール倶楽部伊都国 
（糸島市浦志366-2）

筑 豊 地 区 大 会 ４月24日（水） 17：00～18：10 パドドゥ・ル・コトブキ
（飯塚市片島1-7-62）

のおがた支部大会 ４月24日（水） 18：10～19：10 パドドゥ・ル・コトブキ
（飯塚市片島1-7-62）　　

飯 塚 支 部 大 会 ４月24日（水） 18：10～19：10 パドドゥ・ル・コトブキ
（飯塚市片島1-7-62）

田 川 支 部 大 会 ４月24日（水） 18：10～19：10 パドドゥ・ル・コトブキ
（飯塚市片島1-7-62）　　

北九州地区大会 ４月24日（水） 18：30～19：30 コムシティ
（北九州市八幡西区黒崎3丁目15-3）

北九州支部大会 ４月24日（水） 19：40～21：00 コムシティ 
（北九州市八幡西区黒崎3丁目15-3）

ひ び き 部 大 会 ４月24日（水） 19：40～21：00 コムシティ 
（北九州市八幡西区黒崎3丁目15-3）

県 南 地 区 大 会 ４月１9日（金） 18：00～18:25 萃香園ホテル
（久留米市櫛原町87）

久留米支部大会 ４月１9日（金） 18：30～19:10 萃香園ホテル　　　　　　※19：15～懇親会
（久留米市櫛原町87）　　

大牟田支部大会 ４月24日（水） 18：00～21：00 グランドホテル清風荘
（大牟田市原山町2-4）

有 明 支 部 大 会 ４月25日（木） 18：00～21：00 福喜別館
（大川市大字三丸1755-2）

りょうちく支部大会 ４月25日（木） 18：00～19:30 うきは市社会福祉協議会
（うきは市吉井町347-1）　

【福岡地区大会・支部大会開催一覧】

【北九州地区大会・支部大会開催一覧】

【筑豊地区大会・支部大会開催一覧】

【県南地区大会・支部大会開催一覧】
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一般社団法人  福岡県中小企業家同友会  
「月刊 同友」編集部
〒812-0046　福岡市博多区吉塚本町9番15号
福岡県中小企業振興センタービル11階
ＴＥＬ：092-686-1234　ＦＡＸ：092-686-1230

北九州地区センター
〒802-0001　北九州市小倉北区浅野1-2-39
クルーズ浅野ビル 808号
TEL：093-551-3111　FAX：093-551-3344

県南地区センター
〒830-0038　久留米市西町1367-1
祥栄ビル2階
TEL：0942-33-3355　FAX：0942-33-3366

http://www.fukuoka.doyu.jp/
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福岡同友会

森山社長は2代目で、母親の死をきっかけに、東京から帰郷
し確執のあった父の会社に入社。3年後に社長交代したが、
目標達成の阻害要因は社長だと社員全員から気づかされド
ン底に落ちる。これを機に、『社員みんなのために、本当の
社長になる』とみんなの前で宣言することからチャレンジが始
まった。それからわずか数年で、年に数名、会社が全面的
に社員をサポートし、いつか叶えたかった社員の夢を叶える
ことができる企業にまでに成長している。

　今回の朝礼は、1時間20分で、全員が目標達成
のためにやる気を上げていく姿は圧巻でした。『こ
んな朝礼見たことない』『社員の皆さんがかっこい
い』『びっくりした』『信じられない』『感動した』『是
非、参考にさせていただきたい』など参加したメン
バーは絶賛でした。
　記念講演では、朝礼の様子を写した動画も流れ
る予定です。北九州地区会一押し講師の話を聞き
に、是非総会に参加していただければ幸いです。
よろしくお願いいたします。

一般社団法人福岡県中小企業家同友会 

第57回定期総会記念講演

　「いつかお金が貯まったらやってみたい」「いつか
時間が出来たら叶えたい」でも実際には…。そんな
社員の夢を叶える会社、それが㈱琉球補聴器です。
　北九州地区会が企画・運営を担当し、記念講演
の講師を推薦しました。きっかけは昨年、北九州採
用・共育研究会が沖縄を訪問した際に、一番感動
した会社。それが『㈱琉球補聴器』でした。
　この会社は「第8回日本で一番大切にしたい会社
大賞・審査委員会特別賞」を受賞した沖縄同友会
の会員です。代表取締役社長森山賢氏のお誘い
で、朝8時の朝礼から参加させていただきました。
大音量の音楽が流れる部屋に、全8店舗が映った
テレビモニター。その前に本社社員と社長が円に
なって朝礼が始まります。テレビモニターの中から
今月のリーダー（入社6年目の男性）の元気いっぱ
いの挨拶を皮切りに、全員のテンションが一気に上
がります。

2019年

月 日 予定
水5 22 14：00開会

報告者プロフィール

ステーションホテル小倉会　場

社員の為に本当の社長になります！
～社員の声に気付かされた経営者の在り方と覚悟～

北九州地区行事推進部　中川　照將

株式会社琉球補聴器　
代表取締役  森山  賢 氏 （沖縄同友会）

報告者


